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株主の皆様へ 事業の概況

企業価値の向上に邁進

　株主の皆様におかれましては、平素からご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　まず改めまして、新型コロナウイルス感染症でお亡
くなりになられた方々にお悔やみ申し上げますととも
に、罹患された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　さて、当社第87期第2四半期連結累計期間（2020年
4月1日から2020年9月30日まで）における事業の概
況につきまして、ご報告申し上げます。
　当期間の住宅業界におきましては、昨年の消費税率
引き上げや新型コロナウイルス感染拡大の影響により
新設住宅着工戸数が前年度に比べて減少しており、大
変厳しい環境となりました。
　こうした中、当社グループでは、感染拡大防止策に
力を入れつつ、さらなる生産コストの低減や品質管理
の徹底を図りました。また、7月にシステムキッチンや
洗面化粧台を生産する関東住設産業株式会社（群馬県）
の操業を開始し、住設分野の強化を図りました。さらに、
日本ノボパン工業株式会社との合弁会社、ENボード株
式会社（静岡県）の新工場建設も進めております。一方、
販売面においては、業績の回復に向け「Skism（スキス
ム）」ブランドのさらなる浸透を図り、新製品の開発と
拡販に注力しました。
　しかしながら、緊急事態宣言の発出を受けてショー
ルームの一時休館や対面での営業活動を控えた影響も
あり、当第2四半期連結累計期間の売上高は26,484
百万円（前年同期比4.3%減）、営業損失は630百万円

（前年同期は営業損失805百万円）、親会社株主に帰属
する四半期純損失は192百万円（前年同期は純損失
988百万円）となりました。
　このような状況から、中間配当金につきましては、
財務状況等に留意しつつ安定配当を維持・継続する方
針に基づき、1株につき6円（前年同期比2.5円減）と
いたしました。
　今後の住宅業界におきましては、新型コロナウイル
ス感染症の収束時期が依然として不透明であり、当面
は厳しい事業環境が続くと考えております。
　引き続き、グループ一丸となって業績の回復を図る
とともに、企業価値の向上に邁進していく所存ですので、
なお一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2020年12月　　代表取締役社長　枝園 統博

■住宅資材事業
　住宅資材事業では、より一層幅広いニーズに対応する
目的から、6月にフローリング「銘樹」の拡充を図り、

「銘樹パーケット」、「銘樹ヘリンボーン ファボリ」、「銘
樹エルテージ」の3製品を市場に投入いたしました。
　また、同じく6月に水廻りの新製品として、システム
キッチン「ラポッテ」、洗面化粧台「キューボプレーン」、

「シャンピーヌプレーン」などを発売いたしました。
　さらに、当社の強みを活かした「Skism（スキスム）」
ブランドの浸透を図るため、「ブラックフレームインテ
リア」をはじめ、昨今のトレンドを採り入れた新製品を
8月に発売いたしました。
　このように新製品を投入し、生産拠点の整備を進めた
ものの、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う営業活動
の自粛活動や工事の一時中断、遅延などの影響等により、
当第2四半期連結累計期間の売上高は24,219百万円（前
年同四半期比1.6%減）となりました。

■木質ボード事業
　木質ボード事業におきましては、ENボード株式会社の設立に伴い、山口・平生事業所内のパーティク
ルボード工場を閉鎖した影響に加え、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、売上高は2,183
百万円（前年同四半期比26.3%減）となりました。

■その他事業（不動産有効活用事業、太陽光発電事業）
　当社グループは、その他事業として不動産有効活用事業、太陽光発電事業を推進しております。
　その他事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は82百万円（前年同四半期比1.8%増）となりました。

事業の概況

銘樹ヘリンボーン　ファボリ

キューボプレーン シャンピーヌプレーン

銘樹エルテージ
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トピックス 連結財務諸表（要約）

■ 連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

※百万円未満は切り捨て表示をしています。

科目 前期末
（2020年3月31日現在）

当第2四半期末
（2020年9月30日現在）

（資産の部）

流動資産 40,859 37,055

固定資産 27,892 35,001

有形固定資産 18,790 24,982

無形固定資産 601 611

投資その他の資産 8,500 9,407

繰延資産 1 1

資産合計 68,752 72,057

科目 前期末
（2020年3月31日現在）

当第2四半期末
（2020年9月30日現在）

（負債の部）
流動負債 19,006 16,945
固定負債 7,780 13,127
負債合計 26,787 30,072

（純資産の部）
株主資本 40,309 39,785

資本金 3,285 3,285
資本剰余金 1,370 1,370
利益剰余金 36,475 35,951
自己株式 △ 820 △ 820

その他の包括利益累計額 1,615 2,199
非支配株主持分 40 －
純資産合計 41,965 41,985
負債純資産合計 68,752 72,057

■ 連結損益計算書 （単位：百万円）

科目 前第2四半期（累計）
（2019年4月 1 日から

2019年9月30日まで）
当第2四半期（累計）
（2020年4月 1 日から

2020年9月30日まで）
売上高 27,668 26,484

売上原価 21,204 20,075

売上総利益 6,463 6,409
販売費及び一般管理費 7,269 7,040

営業損失（△） △ 805 △ 630
営業外収益 189 241

営業外費用 161 152

経常損失（△） △ 777 △ 542
特別利益 0 356

特別損失 166 24

税金等調整前四半期純損失（△） △ 943 △ 209
法人税等 52 17

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △ 6 △ 34
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △ 988 △ 192
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◆「Skism（スキスム）」ブランドをさらに浸透◆
　当社では「Skism（スキスム）」ブランドのさらなる
浸透を目的に、2020年度の新製品を発売し、拡販に
取り組んでおります。

◆「銘樹」に新たな3製品をラインナップ◆
　当社はフローリング「銘樹」に、新たな3種類の製品
として、伝統的な寄木細工をモチーフとした「銘樹パー
ケット」、機能性と幅広い色柄が魅力の「銘樹ヘリン
ボーン ファボリ」、さりげないニュアンスカラーが特
長の「銘樹エルテージ」をラインナップいたしました。

◆機能性を追求したシステムキッチン「ラポッテ」◆
　普及価格帯向けのシステムキッチン「ラポッテ」は、
住宅の一次取得層である30歳前後のファミリー層
を想定し、価格を抑えながらも徹底的に使いやすさ
やお手入れのしやすさという機能性を追求したシス
テムキッチンです。

「ブラックフレームインテリア」
　

　ブラック色をアクセン
トカラーとして採り入れ
ることで、空間をシャープ
に見せる効果を狙った窓
枠、造作材。

「バイオフィリックデザイン
の室内ドア」

　植物など自然そのもの
が創り出す曲線「バイオ
フィリックデザイン」を採
用した室内ドア。

銘樹パーケット
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会社情報/株式情報（2020年9月30日現在）

所有者別株式分布状況

その他法人
21,070,500株
（45.04％）

自己株式
2,588,416株
（5.53％）

外国法人等
1,387,629株（2.97％）

金融機関
（含金融商品取引業者）
7,481,974株
（15.99％）

個人・その他
14,255,281株
（30.47％）

46,783,800株

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

大株主

株　主　名 持 株 数
（株）

持株比率
（％）

永 大 産 業 取 引 先 持 株 会 3,017,600 6.83

住 友 林 業 株 式 会 社 2,306,000 5.22

大 日 本 印 刷 株 式 会 社 2,237,000 5.06

永 大 産 業 従 業 員 持 株 会 1,930,200 4.37

株 式 会 社 り そ な 銀 行 1,640,000 3.71

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,578,900 3.57

ト ー ヨ ー マ テ リ ア 株 式 会 社 1,550,000 3.51

ナ イ ス 株 式 会 社 1,460,000 3.30

双 日 建 材 株 式 会 社 1,349,000 3.05

J K ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 1,100,000 2.49

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員 数

本 社

ホームページ

永大産業株式会社（Eidai Co.,Ltd.）
1946年7月29日
3,285百万円
連結　1,472名
単体　 993名（非連結子会社への出向を除く）
〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
Tel.　06-6684-3000
https://www.eidai.com/

■ 会社概要 ■ 株式情報

■ 役員・執行役員

160,000,000株
46,783,800株

3,952名

代表取締役 執行役員社長 枝 園 統 博
取 締 役 常務執行役員 石 井 直 樹
取 締 役 常務執行役員 田 部 忠 光
取 締 役 上席執行役員 小 島 孝 弘
取 締 役 執 行 役 員 藤 本 八 郎
取 締 役 執 行 役 員 西 岡 秀 晃
社外取締役 玉 生 靖 人
社外取締役 林 　 光 行
常勤監査役 土 居 幸 男
常勤監査役 石 橋 秀 行
社外監査役 雑 賀 裕 子
社外監査役 藤 井 義 久

執 行 役 員 中 　 野 　 洋 一 郎
執 行 役 員 渡 邉 裕 幸
執 行 役 員 井 伊 光 裕
執 行 役 員 長 　 友 　 庄 一 郎
執 行 役 員 久 米 直 哉
執 行 役 員 村 上 拓 也
執 行 役 員 西 垣 隆 幸
執 行 役 員 平 　 暢 宏
執 行 役 員 森 下 昌 樹

（注） 1. 当社は、自己株式を2,588,416株保有しておりますが、上記大株主か
らは除外しております。

 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

ベトナム

インドネシア

Eidai Vietnam Co., Ltd.

PT.Eidai Industries Indonesia

大阪事業所、敦賀事業所、山口・平生事業所

永大小名浜株式会社（福島県いわき市）
Eidai Vietnam Co., Ltd.（ベトナム国　ハナム省）
ENボード株式会社（大阪市住之江区）※

関東住設産業株式会社（群馬県前橋市）
永大スタッフサービス株式会社（大阪市住之江区）
永大テクノサポート株式会社（大阪市住之江区）
PT.Eidai Industries Indonesia（インドネシア国　ブカシ県）
エヌ・アンド・イー株式会社（徳島県小松島市）
※2020年11月3日付で本社を静岡県駿東郡小山町に移転しました。

○ 子会社・関連会社
札幌、青森、盛岡、仙台、山形、福島、新潟、宇都宮、
茨城、群馬、埼玉、千葉、柏、東京（新宿、東上野、立川）、
相模原、横浜、長野、金沢、静岡、名古屋、京都、大阪（梅田、
住之江）、神戸、姫路、岡山、広島、高松、福岡西、福岡東、
熊本、鹿児島、沖縄

○ ネットワーク

営業拠点

札幌、仙台、新宿、立川、横浜、新潟、宇都宮、金沢、静岡、
名古屋、京都、梅田、姫路、岡山、広島、高松、博多、沖縄、
大阪ファクトリーギャラリー

ショールーム

○ 生産拠点

山口・平生事業所 永大小名浜株式会社 Eidai Vietnam Co.,Ltd.大阪事業所 敦賀事業所

永大小名浜株式会社
関東住設産業株式会社

永大スタッフサービス株式会社
永大テクノサポート株式会社
ENボード株式会社

エヌ・アンド・イー株式会社
大阪事業所

山口・平生事業所

本社 生産拠点

敦賀事業所

子会社・関連会社営業拠点
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ホームページのご案内株主メモ

（ご注意）
1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承るこ
とになっておりますので、口座を開設されている証券会社等にお問
合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。
2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

■ 上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
■ 証 券 コ ー ド 7822
■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
■ 剰余金の配当基準日 期末　3月31日

中間　9月30日
■ 公 告 方 法 電子公告

当社ホームページアドレスhttps://www.eidai.com/
ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

■ 株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

■ 同 連 絡 先 〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　フリーダイヤル　0120-094-777

〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
TEL06-6684-3000
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トップページ

IR情報

　当社のことをよりわかりやすく、より理解し
ていただけるように、ホームページで紹介して
います。
　会社情報につきましては、「会社案内」「IR情
報」「環境について」といったコンテンツに分け
ることで、株主・投資家の皆様がIR情報へアク
セスしていただきやすくするなど、当社の情報
を探しやすく、見やすい工夫を凝らしています。
また、「IRニュース」、「株主総会関連情報」とい
うコンテンツを設け、積極的な情報開示を行っ
ています。


